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１ 授業概要 

道徳教育は「特別の教科道徳」（以下道徳とい

う。）を要とし、学校教育活動全体を通して行うこ

とで、個々の人格形成だけでなく、集団づくりに

も寄与している。また、話し合い活動等を通じて

道徳を充実するためにも、他者の意見に耳を傾け、

自分の考えを表明し合う集団の育成が必要であ

る。 

今回の授業は、大学院での研究のテーマの一つ

である理論と実践の往還を目指して、理論を学び、

実際の授業作りから授業参観、振り返りの活動を

取り入れることとした。 

まず、理想的な集団づくりのために必要な道徳

論的アプローチの理論について検討した。その上

で、実際にグループワークを体験したり、道徳の

授業分析を行ったりした。そのような実践の後、

現役の小学校教諭による、実際の道徳の授業作り

の講義を受け、その教材を用いた授業実践を参観

した。今回は、コロナ禍であり、学校に出向いて

の授業参観は実施できなかったため、代表の学生

2 名が授業参観し、詳細な授業記録を作成すると

ともに、授業映像を録画し共有した。学生は、各

自で授業動画を視聴したり、授業記録を閲覧した

りして、授業分析を行うこととした。その授業分

析をまとめ、授業者である外部講師に送付し、評

価をして頂いた。さらに、中学校現場での道徳を

中心とした集団作りについて、こちらも現役の教

諭による講義を行った。 

 

２ 到達目標 

集団づくりに関する道徳理論を具体的な事例
に即して説明することができる。 

その理論的背景に基づいて、道徳や特別活動
の指導、学校全体のカリキュラム作成等、実践
的な取組ができる。 
 

３ 授業内容（7 時間構成） 

１～３時間目 
集団づくりの基本的な考え方、実践方法につ

いて具体的な事例をもとにした講義。 
４時間目 

松山市立 F 小学校Ｍ教諭による道徳の授業作
りの講義。 
・ 対象：小学校 5 年生 
・ 題材：「銀の燭台」 
・ 主題：相互理解、寛容 
５・６時間目 

松山市立Ｆ小学校での授業参観と授業分析の
実施 

※大学教員と代表学生 2 名が学校での授業参
観に参加し、授業記録の作成、授業映像の録
画を行い、他の学生と共有。授業を視聴後、
授業分析を実施。 

７時間目 

 八幡浜市立Ｆ小学校教頭による集団づくりの

実践に関する講義。 

 

４ 指導の工夫 

・ 授業参観を行った後に作成した授業記録 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ アンケート結果（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の先生からのフィードバック

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

 今回の授業は、理論と実践の往還を目指し

て、授業作りの基本的な考え方を座学にて学

び、授業を実際に大学で体験して、現場の講師

を招いての授業作り講座に臨んだ。そこでは、

教材の解釈から、価値づけ、主発問の審議など

実際の授業を想定したワークショップを行っ

た。その授業を受けて、翌週に同じ題材で実際

に授業を行い、授業分析を行った。外部講師の

力添えを頂き、学生のアンケートにもあるよう

に非常に実践的な授業にすることができた。外

部講師からの細かなフィードバックも頂くこと

ができ、多岐にわたる学びを得ることができ

た。近い将来、教壇に立つ学生にとって、今回

の実践的な学びは貴重な経験となった。 

 このような学びを実現していくには、現場の

先生方の協力を得た上で、実際の指導の場面に

臨場することで最大の効果があると思われる。

感染症対策のため、現場に出向くことが難しい

中でも、より効果的な方法を検討していきた

い。 

 

「何度実践しても、何度でも反省する」 

私は、M 先生の 2 回の講義を受けてそう思
った。M 先生の講義では、何度も実践したこ

とを私たちに伝えてくださった。私は、初め

て M 先生のようなスタイルの授業を見ること
ができた。子どもが、しっかりと考えたいこ

とを事前にアンケートで集めることで、難し

い内容の中の子どもの疑問を余すところな
く、考えることができると思った。M 先生の

講評には、「年に一度か二度、話が⾧い教材で

じっくり考えさせたいときに使っています。」
と書かれていた。この方法を実践することが

できるのは、今までに何度も挑戦して、何度

も反省をして、次にどう生かすか」そこまで
考えられていた M 先生だからできることだと

思った。  ～略～  しかし、その気持ち

を抑え込んで、自分の理想をしっかりと持
ち、そこに対して今自分はできているのか、

見返すことでより高いレベルの教師像を目指

し続けることができるのだと思う。そのよう
な、何度挑戦しても、絶対に反省をする M 先

生の姿こそが、「学び続ける教師」の体現であ

ると思う。そのような先生になれるように、
実践をためこんでいきたいと思う。 

今回の授業は、大学で講演していただくこと

で理論的な部分を学んだあと、授業観察をする
ことで実践について間接的に学ぶという時間

であった。M 先生の振り返りの中にも理論と実

践について述べられていた部分があったが、ど
ちらに偏っていてもどこか不安定な指導にな

ってしまうだろう。子どもと向き合い、よりよ

い教育を行っていくにあたって、実践をした後
には理論に立ち戻って振り返り、理論で学んだ

ことは実践をすることで子どもの実際の反応

を見る。そしてその反応をもとにまた振り返
る。このような理論と実践の往還を繰り返して

いくことを、道徳の授業に限らず大切にしてい

きたい。 


